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火葬場・葬祭場施設実施設計
目　標 実施設計

担当部課名 環境保全課

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－９

第３章－３－（１１）－イ
生活環境基盤の整備及び教育・医
療・福祉におけるサービスの向上

658,301

91.4%

481,516

H30年度 R1年度

執行率（％）(B/A) 90.1% 97.5%

542,257 116,044

Ｂ．執行済額 488,745 113,149

うち
交付金充当額

390,997 90,519

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度

総事業費

Ａ．予算現額

備品の購入
目　標 備品の購入

実　績 備品の購入

601,894

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H28年度 H29年度

執行状況の説明

・28年度は当初計画していた委託業務の中で、地盤（支持層）が想定外に深い箇所にあったため関連する業務
に不測の時間を要し、年度内の完了が困難となり繰り越すこととなった。
・29年度は予定していた駐車場、外構工事を年度末までにすべて完了、また、葬祭場備品に関してもすべて納
入を完了した。

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 建設工事

実　績 実施設計

火葬場・葬祭場建設工事
目　標 建設工事

実　績 備品購入
火葬場・葬祭場備品購入

目　標 備品購入

火葬場・葬祭場駐車場、外構工事
目　標

駐車場、外
構工事

実　績 建設工事の完了
火葬場・葬祭場建設工事の完了

目　標 建設工事の完了

R2年度

火葬場・葬祭場施設実施設計の完了
目　標 実施設計の完了

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

実　績 実施設計の完了

事業期間中の
成果目標

市町村名 久米島町

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容 葬儀に係る町民負担の軽減を図るため、火葬場及び葬祭場を整備する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 火葬場・葬祭場施設整備事業

平成
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■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

～

実　績
駐車場、外
構工事

駐車場、外構工事の完了

目　標
駐車場、外構工
事の完了

実　績 駐車場、外構工
事の完了
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【H30年度】
・町内では地域主催の葬儀が主流であるため、引き続き火葬証明発行（窓口対応）時に利用心得などを配布するなど、地域の皆様が利用しやすく、負担
軽減になるように努めていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・各地域や遺族等の葬儀に対する心理的な支障・負担等を取り除き、施設を
有効活用してもらう事が課題である。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・当初想定値を上回る葬祭場利用実績があり、概ね、火葬場・葬祭場の利
便性の周知はある程度できたと考えている。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

R2年度 R3年度
○年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【　年度】
・

【H30年度】
・当初想定していた件数が前年度実績値を参考に45件を想定していたが、予想を上回る60件の利用実績があり、町民の負担軽減が図ら
れている。

葬祭場利用件数

目　標 45件

60件

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H30年度 R1年度
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実　績
観光の現状、
課題の把握

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）

第３章－３－（１２）－ア
観光リゾート産業の振興

実　績
リゾート開発
計画の策定

リゾート開発計画の策定

目　標
リゾート開発
計画の策定

担当部課名 商工観光課

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

執行率（％）(B/A) 100.0%

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度

総事業費

Ａ．最終予算額

目　標

実　績

8,640

8,640 8,640

Ｂ．執行額 8,640

100.0%

うち
交付金充当額

6,912 6,912

執行状況の説明
・当初計画していた事業内容を予定通り実施した他、活動目標、成果目標の達成状況を鏡みて適正であったと
考えている。

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績
誘致体制の

強化

R3年度

久米島町における観光の現状、課題の把握

目　標
観光の現状、
課題の把握

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

誘致体制の強化

目　標
誘致体制の

強化

事業期間中の
成果目標

市町村名 久米島町

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容
観光誘客に向けた施設整備等の各種施策につなげていくため、久米島町における観光の現状や課題を整理し、環境にも配慮し
た持続可能なリゾート開発基本計画を策定する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 久米島観光リゾート開発基本計画策定事業

平成

29

□ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □
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【H30年度】
・久米島町観光リゾート開発基本計画をもとに策定した第２次観光振興計画を久米島町内の観光事業者、関係機関と連携し推進していく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・第２次久米島町観光振興計画の策定時の島内観光事業者ヒアリングにより
これからの観光課題の把握ができた。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・アンケート調査徴収率の向上により、より細かな課題、ニーズを確認する
ことができる。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

R2年度 R3年度
R4年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【　年度】
・

【H30年度】
・久米島観光リゾート開発基本計画をもとに30年度は第2次観光振興計画を策定し今後５年間の成長目標を設定。

リゾート開発基本計画に基づいた施策の実施

目　標 施策の実施

施策の実施

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H30年度 R1年度
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100%

実　績 31% 48% 72% 99% 100%

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１１－（３）

第３章－１－（３）－ア
地球温暖化防止対策の推進

委託・工事 委託・工事 委託・工事

実　績 委託・工事 委託・工事 委託・工事 委託・工事 委託・工事

～平成
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約400灯のLED防犯灯を整備・設置

目　標 委託・工事 委託・工事

担当部課名 建設課

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H24～H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

執行率（％）(B/A) 99.6% 99.9% 16.7% 97.9%

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H25年度

総事業費

Ａ．最終予算額

目　標

実　績

335,421

143,774 56,592 542,257 46,302 788,925

Ｂ．執行済額 143,251 56,563 90,296 45,311

42.5%

うち
交付金充当額

113,566 45,250 72,236 36,247 267,299

執行状況の説明
・24・25年度は機種の選定及び仕様書作成に不測の日数を要したため、繰り越した
・27年度は一部資材の需要が集中したことにより納期遅れが発生したため繰り越した。
・28・29年度は地元自治会との調整に不測の日数を要したため、年度内完了が困難となり繰り越した。

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績

H29年度

LED防犯灯整備率
（導入予定：1,650灯）

目　標 31% 43% 70% 100%

成果目標（指標）

進捗状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

目　標

事業期間中の
成果目標

市町村名 久米島町

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容
　低炭素島しょ社会の実現と自然豊かな環境に配慮した島づくりの推進を図るため、町内に設置されている水銀街灯のLED化事
業等を実施する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 球美の島エコアイランド化推進事業

平成

29

■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □
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【H30年度】
・Co2削減効果を島内施設へ周知することで、LEDの有用性を島内住民に理解してもらうとともに、ＬＥＤ化を推奨していくことで、低炭素島しょ社会の実
現につなげていく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・水銀街灯からＬＥＤ化にすることによりＣＯ2削減する事が出来た。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・「低炭素島しょ社会の実現」に向け島内施設内でも、ＬＥＤ化を推奨する。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

R2年度 R3年度
R3年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【H30年度】
・当初計画の町内の水銀灯1650灯（Ｈ２４年度：310灯、Ｈ２５年度：241灯、Ｈ２６年度：286灯、Ｈ２７年度：376灯、Ｈ２８年度：376灯、Ｈ２９年
度：114灯）についてはＬＥＤ灯への切り替えを完了した。
　また、ＬＥＤ設置工事の台帳作成についても完了した。

CO2削減量

目　標
321,061kg-
CO2

321,061kg-
CO2

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H30年度 R1年度
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市町村名 久米島町

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容
　久米島在来の花木を保全し、魅力的な観光地としての景観形成を図るため、久米島に自生している花や花木（クメノサクラ、ツツ
ジ、椿、ショウキズイセン等）の在来花木を年中楽しむことができる公園整備を実施する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 球美の島緑化推進事業

平成
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■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

多目的ゾーン造
成及び植栽

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞｷ
ｿﾞｰﾝ造成・植栽
工事

事業期間中の
成果目標 ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞｷ

ｿﾞｰﾝ造成工事完
了

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞｷ
ｿﾞｰﾝ造成工事完

了

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞｷ
ｿﾞｰﾝ造成工事完
了

実　績
ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞｷ
ｿﾞｰﾝ造成工事完
了

H28年度

サクラゾーン造成及び植栽工事の実施

目　標 実施設計 造成工事
造成・植栽工
事

成果目標（指標）

進捗状況

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

ツツジゾーン、植栽工事及び駐車場整備工事
の完了

目　標

固有種等花木の品種登録

目　標 ２品目

実　績

目　標

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

実　績 ０品目

86.0%

うち
交付金充当額

57,367 28,721 30,947 39,225 156,260

執行状況の説明

・24・25年度は用地取得に不測の日程を要したため、翌年度に繰り越した。
・27年度は桜を品種登録するため、分析が必要なことから不測の日数を要し繰り越した。
・28年度は工事施工箇所に設置されていた電柱を移設する必要があり、管理者である電力会社との補償交渉
に不測の日数を要し繰り越した。

195,330

103,491 35,902 38,686 49,040 227,119

Ｂ．執行済額 71,710 35,902 38,686 49,032

品種登録を行い園芸振興による知名度向上
を図る

目　標 品種登録

実　績 品種登録

ツツジゾーン、植栽工事の実施及び駐車場整
備工事の完了

目　標 実施設計 造成工事

担当部課名 建設課

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H24～H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

執行率（％）(B/A) 69.3% 100.0% 100.0% 100.0%

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H24年度

総事業費

Ａ．予算現額

実　績 実施設計 造成工事
造成・植栽工
事

沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１０－（１）

第３章－１－（１）－イ
陸域・水辺環境の保全

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞ
ｷｿﾞｰﾝ造成工事

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞ
ｷｿﾞｰﾝ造成・植

栽工事

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞ
ｷｿﾞｰﾝ造成・植

栽工事

実　績 実施設計 造成工事
ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞ
ｷｿﾞｰﾝ造成工事

ﾂﾂｼﾞｿﾞｰﾝ、ﾂﾊﾞ
ｷｿﾞｰﾝ造成・植

栽工事

ツツジ・ツバキゾー
ン造成、張芝、管理
用道路、駐車場

～平成
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【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度
R3年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【　年度】
・

【H30年度】
・アンケートにより検証を行った結果、「景観を魅力的だと思う」と回答した割合が85％であり目標値を上回ることができた。

85%

観光地としてふさわしい景観形成が図られているか
（80％以上）を含め、観光客を対象としたアンケートによ

り、本事業のあり方について検証する。

目　標 80％以上

【H30年度】
・これまでの薬剤散布の頻度は、特に病害虫が発生する期間5月～9月に月1回程度行っていたが、これからは通年において月1回行う。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・病害虫が大量発生が課題となっている。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・病害虫の大量発生により、生育を阻害されないよう、対策に努める必要
がある。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）


